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本日お伝えしたいこと

1. 新型コロナウイルス感染拡大を機に急増した「在宅勤務」
について、今後企業はどう捉えるべきか

2. リモートワークを活用した新しい働き方の定着が、
女性の活躍を促進させる本当の理由
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「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う在宅勤務等に関する調査」の実施概要
本日紹介するアンケート調査について

調査概要

 調査名 ： 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う在宅勤務等に関する調査

 実施時期 ： 2020年5月19日～2020年5月21日

 調査対象 ： 全国に居住し、従業員規模500人以上の企業で正社員として働く
20～59歳の男女で、在宅勤務を行っている人 5,140人

 調査方法 ： インターネット調査
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「新型コロナウイルス感染症拡大と働き方・暮らし方に関する調査」の実施概要
本日紹介するアンケート調査について

調査概要 【事前調査】 【本調査】

 調査名 ：在宅勤務活用による働き方・暮らし方の
変化に関する調査（事前調査） ： 在宅勤務活用による働き方・暮らし方の

変化に関する調査（本調査）

 実施時期 ：2020年7月30日～2020年8月5日 ： 2020年7月30日～2020年8月3日

 調査対象 ：全国に居住し、従業員規模300人以上の
企業で正社員（フィールドワーカーを除く）
として働く20～59歳の男女 25,991人

※うち、従業員規模500人以上の企業で働く人
14,768人

： 事前調査の対象者のうち、
在宅勤務を行っている人
3,708人

※うち、従業員規模500人以上の企業で働く人
3,289人

 調査方法 ：インターネット調査 ： インターネット調査

【本資料の読み方について】
 本資料に掲載する構成比は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある
 従業員500人以上の企業に勤める在宅勤務者の集計値の場合「在宅勤務者※」、従業員300人以上の企業に勤める在宅勤務者の

集計値の場合「在宅勤務者※※」と記載
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１）新型コロナウイルス感染拡大下での在宅勤務活用の実態と変化
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緊急事態宣言期間中で約7割、7月末時点で約5割が在宅勤務を活用
緊急事態宣言期間中に在宅勤務した人の7割が、7月末時点でも在宅勤務を継続

１）新型コロナウイルス感染拡大下での在宅勤務活用の実態と変化

（出所）NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（事前調査）」（2020年7月）
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図1 緊急事態宣言期間中の働き方
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図2 7月末時点の働き方
【従業員500人以上の企業に勤める正社員（注）】 【従業員500人以上の企業に勤める正社員（注）】

緊急事態宣言期間中に在宅勤務を行った人のうち
7月末時点でも在宅勤務を継続している人

68.1%

緊急事態
宣言期間中に
在宅勤務を実施

67.3%

7月末時点で
在宅勤務を実施

46.7%

（注）フィールドワーカーを除く



7Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

全体では「在宅勤務によって生産性が下がった」と感じている人が4～5割と多いものの、
7月末時点で「在宅勤務で生産性が上がった」と感じている人は5月末時点と比べて1割増加

１）新型コロナウイルス感染拡大下での在宅勤務活用の実態と変化

16.2%

25.0%

34.1%

32.0%

49.7%

43.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2020年7月調査
（N=3,289）

2020年5月調査
（N=5,140）

生産性が上がった 変わらない 生産性が下がった

図3 在宅勤務を活用した働き方をすることによる仕事の生産性評価（調査時期別）

（出所）上段：NRI「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う在宅勤務等に関する調査」（2020年5月）
下段：NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（本調査）」（2020年7月）

【上段：在宅勤務者（5月）※ 】
【下段：在宅勤務者（7月）※ 】
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在宅勤務推進派の研究者でさえ、「コロナ下における在宅勤務で高い生産性を期待すること
は難しい」と指摘

１）新型コロナウイルス感染拡大下での在宅勤務活用の実態と変化

在宅勤務で従業員の生産性が上昇したことを示す研究結果を発表したことで広く知られている
Nicholas Bloom教授（スタンフォード大学）は、「コロナ下における在宅勤務で平常期のような高い生
産性を期待することは難しい」と指摘
同教授は、コロナ下での在宅勤務が生産性上昇を妨げる要因として、下記の4つを挙げている

❶ 子どもの世話をしながらの就労

❷ 適切な執務環境の確保が困難

❸ プライバシーの確保が困難

❹ 働き方に選択の余地がない

（出所）Nicholas Bloom「The productivity pitfalls of working from home in the age of COVID-19」（Stanford University News、2020年3月30日）
（該当部分をNRIで翻訳）
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会社都合で
在宅勤務
95.8％

家族共用
スペースで仕事

48.5％

子どもの世話
あり

65.3％

我が国でも、Bloom教授が指摘する要因が、在宅勤務による生産性低下を引き起こしていた
可能性が高い

１）新型コロナウイルス感染拡大下での在宅勤務活用の実態と変化

N=5,108

74.0%

21.8%

会社や上司からの指示・命令

会社や上司
からの推奨 4.2%

自主的な判断

図6  感染拡大以降、在宅勤務を行った
きっかけ

（出所）NRI「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う在宅勤務等に関する調査」（2020年5月）
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書斎・
ワークスペース

リビング

ダイニング

寝室

その他の居室

0.7%

その他

【同居者が1人以上いる在宅勤務者（5月）※】

N=1,099

図5  感染拡大以降の在宅勤務で
最も仕事をした場所

30.2%

35.1%

18.2%

16.5%
よくあった

ほとんど
なかった

たまにあった

まったく
なかった

図4 感染拡大以降の在宅勤務中、
子どもの世話をしながら仕事をした経験

N=4,086

【小学生以下の子と同居している在宅勤務者（5月）※】 【在宅勤務者※（5月）のうち、「新型コロナ感染・拡大防止
を目的とした在宅勤務は行っていない」と回答した人を除く】

（注）「感染拡大以降」の時期について、地域によって差があるため、調査では定義を定めず、回答者の判断とした
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7月末時点では「子どもの世話をしながら就労」について大幅に解消
加えて、企業による急速なテレワーク環境の整備、働き手の習熟などにより、生産性への評価が向上したものと推察

１）新型コロナウイルス感染拡大下での在宅勤務活用の実態と変化

（出所）NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（本調査）」（2020年7月）
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7.9%
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緊急事態宣言
期間中

（N=898）

現在
（7月末時点）

（N=898）

頻繁にあった／ある ほとんどなかった／ないたまにあった／ある 全くなかった／ない

図7 子どもの世話をしながら在宅勤務を行った経験の有無（時期別）
【小学生以下の子と同居している在宅勤務者※（7月） 】
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7月末には新型コロナで在宅勤務をした人の8割近くが、
「平常時でも在宅勤務を取り入れた働き方」を希望（5月末時点では5割強）

１）新型コロナウイルス感染拡大下での在宅勤務活用の実態と変化

54.7%

76.5%

40.1%

21.2%

5.2%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2020年7月調査
（N=3,289）

2020年5月調査
（N=5,140）

緊急時だけでなく平常時でも、
取り入れた働き方をしたい

緊急時であれば、
取り入れた働き方をしてもよい

どのような時でも、取り入れた
働き方はしたくない

図8 今後の在宅勤務活用意向（調査時期別）

（出所）上段：NRI「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う在宅勤務等に関する調査」（2020年5月）
下段：NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（本調査）」（2020年7月）

【上段：在宅勤務者（5月）※ 】
【下段：在宅勤務者（7月）※ 】
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２）新型コロナウイルス感染拡大を機に在宅勤務を活用した人の
意識の実態と変化
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5月末の時点で、多くの人が在宅勤務の効果を実感
２）新型コロナウイルス感染拡大を機に在宅勤務を活用した人の意識の実態と変化

（出所）NRI「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う在宅勤務等に関する調査」（2020年5月）

図9 在宅勤務で感じた効果
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34.6

37.7

35.5

32.7

33.8

30.5
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人間関係のストレスが軽減した

従業員の安全を考慮して在宅勤務を可能とした部署や会社に対し、信頼感が増した

（%）

集中できたり、自分のペースで進められたりすることで、仕事の効率が上がった

通勤にかかる時間が削減できたことで、時間を有効に活用できた

通勤による感染リスクを下げることができ、感染不安の解消につながった

通勤にかかる時間が削減できたことで、身体的負担の軽減につながった

これまでよりも成果を意識して仕事をするようになった

これまでよりも時間管理を意識して仕事をするようになった

家事や育児・介護をする時間が確保できたことで、育児や介護等との両立がしやすくなった

自己研さんの時間を確保できた

79.2

77.3

72.3

58.7

53.3

50.9

45.7

44.2

42.2

39.5

N=5,140

とても感じた
やや感じた

【在宅勤務者（5月）※】
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在宅勤務の経験を通じて、健康や住まいなど身近なテーマを中心に意識変容の兆し
２）新型コロナウイルス感染拡大を機に在宅勤務を活用した人の意識の実態と変化

図10 在宅勤務を経験して思ったこと（複数回答）

46.4

34.1

27.7

19.3

17.5

16.3

16.2

15.9

15.6

13.9

12.8

8.9

8.2

7.8

0 10 20 30 40 50

子育てにも積極的に関わりたいと思った

出来れば自宅ではなく、自宅近くのサテライトオフィスやシェアオフィスを利用したいと思った

住む場所を選ぶ時に、通勤時間の優先順位が低くなると思った

（%）

自宅を「仕事ができる／はかどる環境」に変えたり、充実させたいと思った

子育てと仕事の両立がしやすくなると思った

運動不足解消や健康維持のために定期的に運動しようと思った

住む場所を選ぶ時に、家の広さの優先順位が高くなると思った

高齢になっても働き続けることができると思った

ワーケーションもできるかもしれないと思った

本業が在宅勤務可能となるまたは在宅勤務可能な副業があれば、副業してみたいと思った

自宅やサテライトオフィス等での勤務が主となれば、都市部でなく、郊外に住むこともよいと思った

二地域居住もできるかもしれないと思った

介護と仕事の両立がしやすくなると思った

家事にも積極的に取り組みたいと思った

N=5,140 【在宅勤務者（5月）※】

（出所）NRI「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う在宅勤務等に関する調査」（2020年5月）
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在宅勤務によって、仕事面では「主体性の感覚が高まった」ことを実感した人が半数近い
3割強は「今の会社で働き続けたいという意欲の高まり」を実感

２）新型コロナウイルス感染拡大を機に在宅勤務を活用した人の意識の実態と変化

図11 以前の出社勤務時と比べて、在宅勤務を活用した働き方をして思ったこと（仕事面）

45.5

33.6

26.6

24.5

24.4

21.7

0 10 20 30 40 50

在宅勤務によって、仕事に対する満足度が高まった

在宅勤務を活用できることを通じて、
今の会社で働き続けたいという感覚が強まった

（%）

在宅勤務によって、仕事のパフォーマンスが上がった

在宅勤務によって、仕事における主体性の感覚
（自分の意思で仕事を進める感覚）が強まった

在宅勤務を活用できることを通じて、会社への信頼度・忠誠心が高まった

在宅勤務によって、仕事に対する意欲・モチベーションが高まった

【在宅勤務者（7月）※※】

出所）NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（本調査）」（2020年7月）
注）「そう思う」と「ややそう思う」の合計

N=3,708
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暮らし面では、在宅勤務によって「家事や育児などにかけられる時間の増加」を実感した人が
6割を超え、「暮らしの満足度向上」を実感した人も約5割

２）新型コロナウイルス感染拡大を機に在宅勤務を活用した人の意識の実態と変化

注）「そう思う」と「ややそう思う」の合計

図12 以前の出社勤務時と比べて、在宅勤務を活用した働き方をして思ったこと（暮らし面）

68.0

60.6

49.4

45.4

36.6

27.7

0 10 20 30 40 50 60 70

在宅勤務によって、家族との衝突が減った

在宅勤務によって、生活における主体性の感覚
（自分の意思で生活を進める感覚）が強まった

（%）

在宅勤務を活用できることによって、家事や暮らしにかけられる時間が増えた

在宅勤務を活用できることによって、育児・子育てにかけられる時間が増えた

在宅勤務を活用できることによって、暮らしに対する満足度が高まった

在宅勤務によって、家族との関係がよくなった

③

①

【在宅勤務者（7月）※※】

①

①

②

②

①N=3,708（対象者全員）
②N=2,681（同居者が1人以上いる人）
③N=1,415（同居する子どもが1人以上いる人）

出所）NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（本調査）」（2020年7月）
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在宅勤務を通じて、「仕事における主体性の感覚の高まり」や「今の会社で働き続けたいという
意欲の高まり」を感じた人は、男性よりも女性に、40-50歳代よりも20-30歳代に多い

２）新型コロナウイルス感染拡大を機に在宅勤務を活用した人の意識の実態と変化

図13 在宅勤務で、仕事における主体性の感覚が強まったか 図14 在宅勤務で、今の会社で働き続けたいという感覚が強まったか
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N=

N=

N=

【在宅勤務者（7月）※※】【在宅勤務者（7月）※※】

出所）NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（本調査）」（2020年7月）
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男性層においても、在宅勤務によって家事や育児にかけられる時間が増えたとの回答が半数
を超える（50代を除く）

２）新型コロナウイルス感染拡大を機に在宅勤務を活用した人の意識の実態と変化

図15 在宅勤務で、家事や暮らしにかけられる時間が増えたか 図16 在宅勤務で、育児・子育てにかけられる時間が増えたか
【同居する子のいる在宅勤務者（7月）※※】【在宅勤務者（7月）※※】
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10.0%
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30.1%
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24.6%
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0.6%
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0.0%
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0.0%
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女性30代
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出所）NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（本調査）」（2020年7月）
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在宅勤務を通じて、「暮らしに対する満足度が高まった」と感じた人は、
男性よりも女性、40-50歳代よりも20-30歳代で、多く見られた

２）新型コロナウイルス感染拡大を機に在宅勤務を活用した人の意識の実態と変化

図17 在宅勤務で、暮らしに対する満足度が高まったか

19.9%

16.0%

12.4%

10.0%

40.9%

36.7%

30.1%

31.7%

30.7%

35.6%

42.8%

43.0%

8.6%

11.1%

12.3%

3.2%

3.1%

3.6%

2.9%

0% 25% 50% 75% 100%

20代
5.2%

30代

40代

50代

618

1,442

1,030

618

9.7%

19.6%

32.4%

37.1%

44.4%

31.6%

10.4%

8.3%

3.1%

3.4%

0% 25% 50% 75% 100%

男性

1,854女性

1,854

どちらとも言えないそう思う ややそう思う そう思わないあまりそう思わない

N=

N=

【在宅勤務者（7月）※※】

出所）NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（本調査）」（2020年7月）
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在宅勤務実施者のおよそ2人に1人が「ウェルビーイングが良くなった」と実感
男性よりも女性に、40-50歳代よりも20-30歳代に多く見られた

２）新型コロナウイルス感染拡大を機に在宅勤務を活用した人の意識の実態と変化

（注）「ウェルビーイング」について、本調査では「心身ともに、また社会的にも健康な状態を
指し、満足した生活を送れる状態のことを指す」と記載

13.2%

34.7%
34.8%

14.1%
3.2%やや悪くなった

良くなった悪くなった

やや良くなった

変わらない

図18 在宅勤務で働くことによって、ウェルビーイング（注）はどのように変化したと思うか

在宅勤務を活用した
働き方で

ウェルビーイング向上
を感じた
47.9%

N=3,708

18.0%

14.6%

10.2%
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31.5%

33.3%

33.5%

34.5%
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4.5%
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9.8%

16.6%

32.6%

36.9%

41.2%

28.3%

13.3%

14.9%

3.1%

3.3%

0% 25% 50% 75% 100%

男性

女性 1,854

1,854

変わらない良くなった やや良くなった 悪くなったやや悪くなった

N=

N=

【在宅勤務者（7月）※※】

出所）NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（本調査）」（2020年7月）
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「家族との関係が良好になることが、仕事の生産性に良い影響をもたらす」と考える働き手は
6割を超える（特に女性、若手において多く見られる）

２）新型コロナウイルス感染拡大を機に在宅勤務を活用した人の意識の実態と変化

21.7%

40.3%

32.6%

そう思う4.5%

ややそう思う

0.9%どちらとも
言えない

あまりそう思わない そう思わない

図19 家族との関係が良好になることは、仕事の生産性に良い影響をもたらすと思うか

家族との関係が良好
になることは、仕事の
生産性に良い影響を
もたらすと思う
62.0%

N=2,681

23.4%

23.5%
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17.0%

42.3%

40.4%

38.0%

42.8%

28.7%

30.9%

35.4%

34.5%

4.3%
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0.6%
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0.9%

1.1%

0% 25% 50% 75% 100%
5.1%

470
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30代

40代

50代

355

1,048

808

19.1%

24.5%

37.7%

43.1%

37.3%

27.6%

3.8% 0.9%

0.9%

0% 25% 50% 75% 100%

女性

5.1%

1,306

1,375男性

そう思う あまりそう
思わない

ややそう
思う

どちらとも
言えない

そう思わない

N=

N=

【同居する家族が1人以上いる在宅勤務者（7月）※※】

出所）NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（本調査）」（2020年7月）
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「生活満足度が高くなることが、仕事の生産性に良い影響をもたらす」と考える働き手も
6割を超える（特に女性に多く見られる）

２）新型コロナウイルス感染拡大を機に在宅勤務を活用した人の意識の実態と変化

23.4%

42.4%

28.3%

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

どちらとも
言えない

4.9%
そう思わない

1.0%

図20 生活満足度が高くなることは、仕事の生産性に良い影響をもたらすと思うか

生活満足度が高くな
ることは、仕事の生産
性に良い影響をもたら

すと思う
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そう思う そう思わないあまりそう
思わない

ややそう
思う

どちらとも
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N=
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【在宅勤務者（7月）※※】

出所）NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査（本調査）」（2020年7月）
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長期化したことで見えてきた「在宅勤務が生産性向上につながる可能性」に着目すべき
働き手の想いを知り、それぞれが最も力を出せる働く場を再構築できるかどうかが試金石に

新型コロナウイルス感染拡大を機に急増した「在宅勤務」について、今後企業はどう捉えるべきか

 在宅勤務を実施：
【緊急事態宣言下】67.3%→【7月末】46.7%
（継続率約7割）

 在宅勤務で生産性が上がった：
【5月末】16.2%→【7月末】25.0%（約1割増加）

• 「子どもの世話をしながら就労」の解消に加え、企業によ
る環境整備や働き手の習熟などが寄与

 平常時でも在宅勤務を取り入れたい：
【5月末】54.7%→【7月末】76.5%（約2割増加）

 在宅勤務経験者の多くが、仕事面・暮らし面の
双方で、様々なプラスの効果を実感

【仕事面】
• 主体性の感覚が高まった（約5割）
【暮らし面】
• 家事や育児などにかけられる時間が増えた（6割強）
• 暮らしの満足度が高まった（約5割）

 家族関係や生活満足度の向上が、仕事の生産
性によい影響をもたらすと考えている働き手は多
い（それぞれ6割超）

新型コロナウイルス感染拡大下での
在宅勤務活用の実態と変化

コロナ禍を機に在宅勤務を活用した人の
意識の実態と変化

 長期化したことで見えてきた「在宅勤務が生産性向上につながる可能性」に着目すべき
• 「仕事における主体性の向上」や「家族関係や生活満足度がもたらす仕事の生産性上昇効果」など

 働き手の想いを知り、それぞれが最も力を出せる働く場を再構築できるかどうかが試金石に
• 業種や職種、従業員が置かれている家庭状況や価値観などを踏まえて、よりきめ細かいレベルで、生産性を最大化できる最適

な働き方を検討していくべき

今後、企業に求められる視点
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1. 新型コロナウイルス感染拡大を機に急増した「在宅勤務」
について、今後企業はどう捉えるべきか

2. リモートワークを活用した新しい働き方の定着が、
女性の活躍を促進させる本当の理由
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リモートワークを活用した
新しい働き方の実践・定着によって起こる

「マネジメントの変化」こそが、
アフターコロナの女性活躍を大きく前進させるチャンス
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これまで働く女性は、キャリア重視の「バリキャリ」か、ライフ重視の「ゆるキャリ」のどちらかで
捉えられてきた

これからの女性活躍の鍵を握る「フルキャリ」とは

キャリア重視の
「バリキャリ」

ライフ重視の
「ゆるキャリ」

極力家庭やプライベートの
都合を仕事の制約にせず、

仕事での成果やキャリア
アップを追求したい

家庭やプライベートの
時間確保を優先し、
それが許す範囲で
仕事することを望む
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実際は、暮らしや子育てにも、仕事やキャリアにも、意欲的に取り組みたいと考える
「フルキャリ」が存在する

これからの女性活躍の鍵を握る「フルキャリ」とは

暮らしや子育てにも
仕事やキャリアにも
意欲に取り組みたい
「フルキャリ」

キャリア重視の
「バリキャリ」

極力家庭やプライベートの
都合を仕事の制約にせず、

仕事での成果やキャリア
アップを追求したい

ライフ重視の
「ゆるキャリ」
家庭やプライベートの
時間確保を優先し、
それが許す範囲で
仕事することを望む

（注）“フルキャリ”は、2015年7月にNRIが発表した
新たな価値観、行動特性を持つ働き手の総称

（注）

二者択一ではなく、各々に
可能な限り意欲的に
取り組みたいと考える
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暮らしや子育てにも、仕事やキャリアにも意欲的に取り組みたいと考える「フルキャリ」は、
働く女性（正社員）の2人に1人

これからの女性活躍の鍵を握る「フルキャリ」とは

キャリア重視の
「バリキャリ」

暮らしや子育てにも
仕事やキャリアにも
意欲に取り組みたい

「フルキャリ」

ライフ重視の
「ゆるキャリ」

図21 正社員として働く女性の働き方

N=5,454

（出所）NRI「働く女性5,454人に聞く仕事とキャリアの本音調査」（2018年）

13.5%

50.3%

36.3%
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「フルキャリ」の活躍を最大限に引き出すマネジメントに求められるのは、
「期待」、「共有」、「機会付与」の3つの「き」

「フルキャリ」の活躍を引き出すマネジメントとは

期待
“仕事”での成長・貢献

を期待する

共有
仕事への意欲と

取り巻く家庭の状況の共有

機会付与
成果につながる

積極的な機会付与

子どもが小さい、復職直後だからといって、期待すること
を先送り・躊躇せず、フルキャリ本人が、仕事を通じて確
実に成長し、成果をあげて組織に貢献すること期待する
期待していることを伝え、本人にその自覚を持たせる

働き方で意欲や状況を判断せず、「仕事やキャリアへの
意欲の本音」と「働く本人を取り巻く家庭の状況」を本
人に確認し、具体的に把握する

成果を出せる環境が整ってから「機会付与」するのではな
く、「機会付与」をすることで成果を出せる環境を早期に
作り出す

「フルキャリ」の活躍を最大限に引き出す「フルキャリマネジメント」－３つの「き」－
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在宅勤務で働く部下に対し、マネジャーの約6割が「仕事への意欲や考えをより把握する必要
がある」と感じている。「家庭の状況をより把握する必要がある」とするマネジャーも半数に及ぶ

リモートワークの活用促進によって起こる「マネジメントの変化」

19.8%

41.9%

31.8%

そう思う

1.8%

あまりそう
思わない

ややそう思う

どちらとも
言えない

4.7%

そう思わない

在宅勤務で働く部下に対して、
仕事への意欲や考えを把握する

必要性が高まる
61.7%

図22 在宅勤務で働く部下に対して、仕事への意欲や考え
を把握する必要性が高まると思うか

【部長・課長職にある在宅勤務者（7月）※※】

13.5%

36.0%36.3%

11.0%

そう思う

ややそう思う

3.2%

どちらとも
言えない

あまりそう
思わない

そう思わない

在宅勤務で働く部下に対して、
家庭の状況を把握する

必要性が高まる
49.5%

図23 在宅勤務で働く部下に対して、家庭の状況を把握
する必要性が高まると思うか

【部長・課長職にある在宅勤務者（7月）※※】

（N=556） （N=556）

（出所）NRI「在宅勤務活用による働き方・暮らし方の変化に関する調査」（2020年7月）

期待
“仕事”での
成長・貢献
を期待する

共有
仕事への意欲と
取り巻く家庭の

状況の共有

機会付与
成果につながる

積極的な
機会付与

フルキャリ
活躍促進の

3つのき
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在宅勤務等を活用が定着することで、子育てしながら働く女性の部下に、これまでよりも
「期待しやすくなる」、「登用を検討しやすくなる」と回答したマネジャーも6割に及んだ

リモートワークの活用促進によって起こる「マネジメントの変化」

25.5%

58.6%

13.1%
そう思う

そうは思わない

どちらかと言えば
そう思う

どちらかと言えば
そうは思わない

2.8%

在宅勤務等の働き方が定着することは、
子育てしながら働く女性の部下の活躍を
引き出し組織の成長につなげる上で有効だ

84.1%

図25 在宅勤務等の働き方の定着は、子育てしながら働く
女性の部下の活躍を引き出し組織の成長につなげる
上で有効だと思うか

【小学生以下の子どものいる女性の部下を持つ男性管理職】

図24 子育てしながら働く女性の部下が在宅勤務等を活用
しながら仕事に従事する場合に以前よりもしやすくなる
と思うこと

（N=1,083）

（出所）NRI「アフターコロナの人材マネジメントに関する調査（男性管理職調査） 」（2020年7月）

61.9

60.4

60.1

57.7

0 10 20 30 40 50 60 70
（%）

これまでよりも責任度合いの高い
業務やポジションへの登用も

検討しやすくなる

これまでよりも業務成果や
組織貢献を期待しやすくなる

これまでよりも難易度の高い
業務やポジションへの登用も

検討しやすくなる

これまでよりもキャリアアップや
昇進を目指すよう働きかけ

やすくなる

（注）「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計

（N=1,083）

【小学生以下の子どものいる女性の部下を持つ男性課長職】

期待
“仕事”での
成長・貢献
を期待する
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仕事への意欲と
取り巻く家庭の

状況の共有
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成果につながる

積極的な
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フルキャリ
活躍促進の

3つのき
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個々が離れて働く環境下に求められるマネジメントは、「フルキャリ」活躍の鍵を握る
『3つの「き」』の実行促進につながる。女性活躍推進をさらに大きく前進させるチャンス

新しい働き方の定着が女性の活躍を促進させる本当の理由

期待
“仕事”での成長・貢献

を期待する

共有
仕事への意欲と

取り巻く家庭の状況の共有

機会付与
成果につながる

積極的な機会付与

個々が
離れて働く
環境下に
求められる
「新たな

マネジメント」
の検討・実践

アフターコロナの
女性活躍を
さらに大きく
前進させる

「フルキャリ」の活躍を最大限に
引き出す『3つの「き」』

新型コロナ
を機とした

リモート
ワークの

活用促進
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「働く女性5,454人に聞く仕事とキャリアの本音調査」の概要
調査概要

調査概要

 調査名 ： 働く女性5,454人に聞く仕事とキャリアの本音調査

 実施時期 ： 2018年11月29日～2018年12月1日

 調査対象 ： 下記の地域に居住し、従業員1,000人以上の企業で正社員として働く
22～44歳の女性 5,454人
＜居住地域＞
東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、愛知
県、岐阜県、三重県

 調査方法 ： インターネット調査
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「アフターコロナの人材マネジメントに関する調査（男性管理職調査）」の概要
調査概要

調査概要

 調査名 ： アフターコロナの人材マネジメントに関する調査（男性管理職調査）

 実施時期 ： 2020年7月15日～2020年7月20日

 調査対象 ： 下記の地域に居住し、従業員300人以上の企業で正社員かつ課長職として働く
男性 3,009人
＜居住地域＞
首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）
近畿圏（京都府、大阪府、兵庫県）

 調査方法 ： インターネット調査



35Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

ご清聴ありがとうございました

本日ご説明いたしました内容の詳細については、
下記の資料もご参照ください。

 フルキャリマネジメント
－子育てしながら働く部下を持つマネジャーの心得
（東洋経済新報社、2019年）

 「新たな働き方」の定着を通じた女性活躍社会の実現へ
（知的資産創造 2020年9月号）

 2040年の日本が目指すべき「窮屈からの脱却」
（知的資産創造 2019年8月号）
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